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上のような日程で、三年生の修学旅行を実施し、予定通りの日程

に取り組み、無事全員が元気に帰校しました。 
 

 長崎市牧島のペーロン体験では、海（自然）とのふれあいや、

共同で船を動かす連帯意識の醸成、地元の人たちとの語らいなど、

貴重な体験ができました。 
 
 稲佐山観光ホテルでは、夕食に卓袱料理（しっぽくりょうり）

を食べました。卓袱料理とは、長崎市を発祥の地とし、大皿に盛

られたコース料理を、円卓を囲んで味わう形式です。和食、中華、

洋食（主にオランダ[阿蘭陀]）の要素が互いに交じり合っている

ことから、和華蘭料理（わからんりょうり）とも言われているよ

うです。また、ホテルの屋上から見る長崎市内の 1000 万ドルの夜

景は心に残る美しさでした。 
 
 原爆資料館では、原爆投下直後の壊滅的な長崎の街の様子や、

死体の傍らで呆然と立ちつくす人々等、写真や資料で生々しい情

景を知ることができ、改めて平和のありがたさを実感しました。 
 
 平和公園での平和セレモニーも、平和の誓い、千羽鶴の献納黙

祷など厳粛な雰囲気で行うことができました。近くを通る方々か

らも、「落ち着いた生徒さんたちですね。」という、うれしい言葉

もいただきました。 
 
 長崎市内の班活動では、各班が考えた施設見学ルートをもとに、

全員が地図を見ながら、長崎の坂道を登ったり降りたりしていま

した。日差しも強く、皆、汗だくでしたが、班のメンバーが協力

し、全員最終地点のグラバー園にたどり着きました。この活動は、

まさに校訓「自主自立」「友愛慈恕」「共汗共生」に基づく活動で

あったと思います。 
 
 大宰府天満宮では、たくさんの外国人が来ており、数の多さに

圧倒されました。生徒は、お守りやお札（学業成就？）を買う人

が多く、これからの目標への決意を新たにしたのかもしれません。 
 
 『卒業までの階段。皆で Success（成功）して Step up しよう』と

いう修学旅行の目標に向け、実行委員を中心に自分たちの修学旅

行を自分たちで作るんだという意欲があふれていて、生徒にとっ

て思い出に残る修学旅行となったことと思います。これからの学

校生活に生かしてくれるよう期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ 校 訓 ＞ 

自 主 自 立 

友 愛 慈 恕 

共 汗 共 生 

4 月 14日（第 1日目） 

 新大阪＝牧島でペーロン体験＝稲佐山観光ホテル泊 
 
4 月 15日（第 2日目） 

 原爆資料館見学…平和公園でセレモニー…長崎市内班別活動 
 
4 月 16日（第 3日目） 

 大宰府天満宮＝新大阪 

学校だより「塚口の風」の作成にあたり、子どもたちの名前や写真等を掲載する場合があります。 

次の目的や方法以外で、子どもたちの個人情報を掲載することはありませんので、ご了承お願いします。 

 (1) 学校生活における子どもたちの優れた行動や、部活動における輝かしい実績等を紹介する場合に掲載する。 

 (2) 作文や感想文など、子どもたちの作品について掲載する場合は、原則として本人の了解のもとに掲載する。 

 (3) 写真掲載については、集団写真等、全ての子どもたちの了解を得ることが難しい場合があるため、原則と 

   して活動の様子を撮影したものを、校長の判断で掲載する。 

一斉メールの登録をお願いします 

 今回の修学旅行での現地状況や臨時休校等の緊急連絡等、 

 各種情報・案内を一斉メール配信致しております。 

 大変便利ですので、ご希望の方は登録をお願いします。 

 詳細についてはお問い合わせください 

 

 

 

 
 本修学旅行は、結果的には当初の計画通り、すべての内容

を実施し、無事帰校することができました。 

 しかしながら、みなさんご存知のように、修学旅行の行程

中に、地震による二度にわたる大きな揺れ（4 月 14 日 21 時

26 分と 4 月 16 日 1 時 25 分）を体験し、特に二回目の揺れは

かなり大きく、恐怖を感じるものでした。就寝後まもなくの

深夜に、ホテルに緊急地震警報が鳴り響き、目をさます生徒

たちもいました。 

 これまで経験したことのない、また予想していない事態に

緊急対応が求められました。テレビ報道を見ると、阪神・淡

路大震災と同レベルの地震とのことで、熊本県や大分県では

甚大な被害がでるとともに、高速道路も通行止めとなり、修

学旅行の行程が危ぶまれる状況でした。そのため、大宰府天

満宮の見学はとりやめ、新幹線を繰り上げて早期に帰校する

行程も同時に進めておりました。 

 様々な状況等を想定した結果、計画通りの行程で行うこと

を決定したわけですが、これも生徒たち一人ひとりが自覚を

もって行動してくれたおかげだと思っています。何度か注意

されることはありましたが、生徒たちはよく頑張ってくれま

した。これからも自信をもって学校生活につなげていってほ

しいと思っています。 

 今回の修学旅行は、本当にハラハラドキドキの修学旅行で

したが、教師・生徒ともに得るものが多く、記憶に残る修学

旅行であったと思います。 
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熊本地震（くまもとじしん） 
 2016 年 4 月 14 日 21 時 26 分以降、熊本県及び大分県

で連続して発生した一連の地震である。 

 まず 4 月 14 日 21 時 26 分頃に、熊本県熊本地方を震

源とする、マグニチュード 6.5（暫定値）の地震が発生

し、最大震度 7 が観測された。さらに、その 28 時間後

の 4 月 16 日 1 時 25 分頃には、同じく熊本県熊本地方

を震源とする、マグニチュード 7.3（暫定値）の地震が

発生し、再び最大震度 7 が観測された。 

 気象庁は同日、後者（16 日未明）の地震が本震で、

前者（14 日）の地震は前震であったと考えられるとす

る見解を発表している。また本震以降、熊本県阿蘇地

方及び大分県においても規模の大きな地震が相次い

で発生した。（ウィキペディア より） 
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